
上
尾
支
部
公
式
ブ
ロ

グ
が
こ
の
度
、
昨
年
10

月
の
開
設
か
ら
1
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
上
尾

支
部
の
最
新
情
報
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す

ぐ
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
グ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
日
記
形
式

で
情
報
を
発
信
す
る
メ

デ
ィ
ア
で
す
。
政
財
界

幹
部
や
文
化
人
に
よ
る

ブ
ロ
グ
が
世
間
の
注
目

を
集
め
て
い
る
ほ
か
、

一
般
市
民
に
よ
る
ブ
ロ

グ
が
人
気
を
博
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

上
尾
支
部
公
式
ブ
ロ

グ
は
昨
年
10
月
、
行
政

書
士
制
度
広
報
月
間
に

合
わ
せ
て
、
髙
橋
博
理

事
（
H
P
担
当
）
の
協

力
を
得
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
上
尾
支
部
主
催

の
行
政
書
士
無
料
相
談

会
の
開
催
予
定
に
関
す

る
最
新
情
報
を
告
知
し

て
い
る
ほ
か
、
街
頭
無

料
相
談
会
の
様
子
を
原

則
と
し
て
当
日
ま
た
は

翌
日
に
掲
載
し
、
新
鮮

で
魅
力
あ
る
広
報
媒
体

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
紙
『
上
尾
支
部
通

信
』
、
「
上
尾
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
等
の
既
存

メ
デ
ィ
ア
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
、
上
尾
支
部

公
式
ブ
ロ
グ
の
更
な
る

拡
充
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
報
部
長

田
中

智

上
尾
支
部
で
は
、
行

政
書
士
無
料
相
談
会
を

年
間
を
通
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
（
右
下
欄
参

照
）
。

上
尾
市
役
所
、
桶
川

市
役
所
及
び
伊
奈
町
役

場
を
会
場
と
す
る
相
談

会
は
毎
月
1
回
、
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
役

所
・
町
役
場
で
毎
月
発

行
の
広
報
誌
に
も
、
相

談
会
の
ご
案
内
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
無
料
相
談
は
毎

週
3
回
、
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

街
頭
無
料
相
談
会
は

年
間
を
通
し
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
（
左
下
欄

の
10
月
2
日
街
頭
無
料

相
談
会
の
ご
案
内
、
本

紙
4
・
5
・
6
面
参
照
）
。

相
談
内
容
と
し
て
は
、

相
続
、
遺
言
に
関
す
る

も
の
が
最
も
多
い
ほ
か
、

最
近
で
は
成
年
後
見
に

関
す
る
も
の
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
業

に
必
要
な
法
定
の
許
認

可
手
続
に
関
す
る
ご
相

談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

行
政
書
士
は
街
の
身

近
な
法
律
家
で
す
。
何

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

埼

玉

県

行

政

書

士

会

上

尾

支

部

機

関

紙

上
尾
支
部
通
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街
頭
無
料
相
談
会
開
催
の
ご
案
内

日
時
場
所

10
月
2
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

J
R
上
尾
駅
自
由
通
路

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
書
、
成
年
後
見
、
離
婚
協
議
書
、
内
容
証
明

外
国
人
在
留
資
格
・
建
設
業
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業
・
農
地
転
用
等
の
許
認
可

会
社
・
法
人
設
立
、
自
動
車
登
録
、
交
通
事
故

ほ
か

主

催

埼
玉
県
行
政
書
士
会

共

催

埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾
支
部

行
政
書
士
は
街
の
身
近
な
法
律
家
で
す
。

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

お
問
合
わ
せ

上
尾
支
部

0
4
8-

7
7
6-

3
3
6
7

※

街
頭
無
料
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

行

政

書

士

無

料

相

談

会

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ご
案
内

上
尾
支
部
に
よ
る
行
政
書
士
無
料
相
談
会

会
場
＝
上
尾
市
役
所
第
3
別
館

毎
月
第
3
火
曜
日

午
後
1
時
〜
4
時

会
場
＝
桶
川
市
役
所

毎
月
1
日

午
後
1
時
〜
4
時

会
場
＝
伊
奈
町
役
場

毎
月
第
3
水
曜
日

午
後
1
時
〜
4
時

電
話
無
料
相
談

毎
週

月
・
水
・
金

正
午
12
時
〜
午
後
4
時

電
話
番
号

左
記
の
と
お
り

※
土
、
日
、
祝
日
等
は
変
更
さ
れ
ま
す
の
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

上
尾
支
部
事
務
所

電

話

０
４
８
・

７
７
６
・
３
３
６
７

（
月
・
水
・
金

正
午
12
時
〜
午
後
4
時
）

Ｆ
Ａ

Ｘ

０
４
８
・

７
７
６
・
３
７
６
４



平
成
22
年
度
埼
玉
県

行
政
書
士
会
上
尾
支
部

定
時
総
会
が
4
月
28
日

（
金
）
、
上
尾
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
の
行
政
書

士
56
名
が
（
う
ち
26
名

は
委
任
状
に
よ
り
）
出

席
し
ま
し
た
。

秋
山
允
宏
副
支
部
長

が
総
会
の
開
会
を
宣
言

し
、
丸
茂
正
也
理
事
が

司
会
を
担
当
し
ま
し
た
。

内
田
淳
一
支
部
長
に

よ
る
挨
拶
の
後
、
議
長

に
斉
藤
竜
造
理
事
が
選

出
さ
れ
、
総
会
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

議
事
は
平
成
21
年
度

事
業
報
告
、
同
年
度
収

支
決
算
報
告
、
同
年
度

監
査
報
告
、
平
成
22
年

度
事
業
計
画
、
同
年
度

収
支
予
算
、
平
成
22
年

度
埼
玉
県
行
政
書
士
会

定
時
総
会
代
議
員
選
出

ほ
か
の
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

會
田
和
夫
理
事
が
総

会
の
閉
会
を
宣
言
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
平
成
22
年

度
埼
玉
県
行
政
書
士
政

治
連
盟
上
尾
支
部
定
時

総
会
が
同
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

秋
山
允
宏
政
連
支
部

長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

諸
議
案
が
原
案

の
通
り
可
決
さ

れ
、
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

総
会
後
、
懇
親
会
開
催

両
総
会
終
了
後
、
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
秋
山
副
支
部
長
が

司
会
を
担
当
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
か
ら

は
祝
辞
を
賜
り
、
行
政

書
士
会
上
尾
支
部
が
無

料
相
談
会
を
年
間
を
通

し
て
開
催
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
公
益
活

動
と
し
て
の
社
会
貢
献

の
実
績
が
大
い
に
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

内
田
支
部
長
の
挨
拶
、

鈴
木
智
士
副
総
務
部
長

の
乾
杯
を
経
て
歓
談
に

入
り
、
星
和
彦
副
支
部

長
が
閉
会
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
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埼玉会会長 高玉功稔 様内閣府副大臣 大島敦様 代理
秘書 大嶋達巳 様

上尾市長 島村穣様 代理
副市長 後藤文男 様

桶川市長 岩﨑正男様 代理
総合政策部長 本木実 様

伊奈町長 野川和好様 代理
副町長 鈴木健文 様

埼玉県議会議員 石渡 豊 様埼玉県議会議員 小野克典 様 埼玉県議会議員 畠山 稔 様

伊奈町議会議長 青木久男 様

大宮支部長 斉藤敏夫 様鴻巣支部長 中野美春 様

埼葛支部長 森中秀夫 様

ご
来
賓
の
方
々

平
成
22
年
度

埼
玉

県
行

政
書

士
会

上
尾

支
部

埼
玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟
上
尾
支
部

定

時

総

会

開

催

総
会
に
臨
ん
だ
執
行
部懇親会終了後 の集合写真

内 田 支 部 長 （左 ） と 握 手 を
交 わ す 高 玉 埼 玉 会 会 長



平
成
22
年
度
埼
玉
県

行
政
書
士
会
定
時
総
会

が
5
月
20
日
（
木
）
、

さ
い
た
ま
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
代
議
員
9

名
は
総
会
に
出
席
し
、

審
議
に
加
わ
り
ま
し
た
。

近
藤
定
雄
副
会
長
が

総
会
の
開
会
を
宣
言
し
、

荒
岡
克
巳
総
務
部
長
が

司
会
を
担
当
し
ま
し
た
。

高
玉
功
稔
会
長
に
よ

る
挨
拶
、
上
田
清
司
埼

玉

県
知
事

祝
辞

代
読

（
橋
本
光
男
副
知
事
）
、

総
会
出
席
者
全
員
に
よ

る
「
行
政
書
士
倫
理
綱

領
」
唱
和
の
後
、
議
長

に
中
野
美
春
代
議
員
、

副
議
長
に
田
中
孝
二
代

議
員
が
選
出
さ
れ
、
総

会
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
平
成
21
年
度

事
業
報
告
、
同
年
度
決

算
報
告
、
平
成
22
年
度

事
業
計
画
案
、
同
年
度

予
算
案
、
日
本
行
政
書

士
会
連
合
会
代
議
員
選

任
の
5
議
案
が
原
案
の

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

染
谷
憲
之
副
会
長
が

総
会
の
閉
会
を
宣
言
し

ま
し
た
。

平
成
22
年
度
埼
玉
県

行
政
書
士
政
治
連
盟
定

期
大
会
が
同
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
代
議
員
9

名
は
大
会
に
出
席
し
、

審
議
に
加
わ
り
ま
し
た
。

諸
議
案
が
原
案
の
通

り
可
決
さ
れ
、
大
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
・
大
会
終
了
後
、

会
場
を
移
し
て
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
上
尾
支

部
の
16
名
を
含
む
約
1

5
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。森

中
秀
夫
副
会
長
が

開
会
を
宣
言
し
、
荒
岡

総
務
部
長
、
近
藤
豊
政

連
副
幹
事
長
が
司
会
を

担
当
し
ま
し
た
。

高
玉
会
長
、
加
﨑
政

連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

政
連
埼
玉
県
議
会
議
員

顧
問
会
議
の
宮
崎
栄
治

郎
顧
問
・
西
田
矩
子
顧

問
・
奥
ノ
木
信
夫
顧
問
・

小
林
哲
也
顧
問
、
さ
い

た
ま
市
、
日
本
行
政
書

士
会
連
合
会
、
日
本
行

政
書
士
政
治
連
盟
か
ら

の
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

江
原
貞
治
名
誉
会
長

の
乾
杯
、
友
光
富
雄
政

連
副
会
長
の
中
締
め
、

坂
本
廣
身
顧
問
弁
護
士

の
万
歳
三
唱
を
経
て
長

澤
公
文
副
会
長
が
閉
会

を
宣
言
し
、
出
席
者
は

散
じ
ま
し
た
。
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平
成
22
年
度

埼
玉
県
行
政
書
士
会

定

時

総

会

開

催

高
玉
功
稔
埼
玉
会
会
長

加
﨑
勇
政
連
会
長

江
原
貞
治
埼
玉
会
名
誉
会
長

友
光
富
雄
政
連
副
会
長

平

成

22

年

度

埼
玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

定

期

大

会

開

催

総

会

・
大

会

後

に

懇

親

会

開

催

懇

親

会

の

様

子

（
写
真
下
）

埼
玉
会
総
会
の
様
子

総
会
に
出
席
し
た
上
尾
支
部
の

代
議
員
ほ
か

政
連
大
会
の
様
子

大
会
に
出
席
し
た
上
尾
支
部
の

代
議
員
ほ
か



7
月
10
日
午
後
、
新

し
く
大
空
間
と
な
っ
た

改
装
後
の
上
尾
駅
自
由

通
路
に
て
街
頭
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
部
（
大
森
眞
市

部
長
）
の
企
画
で
チ
ラ

シ
配
布
に
加
え
、
今
回

は
上
尾
商
工
会
議
所
情

報
紙
に
記
事
広
告
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
効
果

か
、
3
人
が
開
始
前
に

来
所
し
、
急
遽
、
15
分

繰
上
げ
て
開
始
す
る
ほ

ど
の
好
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。相

談
者
数
20
組
、
相

談
内
容
は
相
続
が
中
心

及
び
対
応
会
員
数
18
名

等
は
、
ほ
ぼ
例
年
通
り

で
し
た
。
そ
の
一
方
、

従
前
の
通
行
中
の
市
民

の
み
を
対
象
と
す
る
相

談
に
対
し
、
広
告
効
果

が
あ
っ
て
、
今
回
は
相

談
を
目
的
に
来
所
す
る

市
民
や
、
中
に
は
資
料

を
持
参
す
る
市
民
も
い

て
、
相
談
は
具
体
的
で
、

よ
り
高
度
な
内
容
と
な
っ

た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
「
相
談
シ
ー
ト
」

を
刷
新
し
ま
し
た
。
相

談
動
機
、
相
談
内
容
、

回
答
等
々
を
記
載
す
る

こ
の
シ
ー
ト
を
統
計
的

に
検
討
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
街
頭
相
談
等
の

活
動
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
上
尾
支
部
で

は
街
頭
相
談
を
重
点
活

動
の
一
と
し
て
毎
年
4

回
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
に
支
持

さ
れ
、
行
政
書
士
制
度

の
普
及
に
貢
献
す
る
街

頭
相
談
と
す
る
た
め
に

不
断
の
創
意
工
夫
及
び

改
善
が
重
要
と
考
え
ま

す
。副

支
部
長

風
間
昭
彦
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埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾
支
部
は
、公
益
活
動
の
一

環
と
し
て
、街
頭
無
料
相
談
会
を
通
年
開
催
し
、
社
会

貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
紙
4
、5
、6
面
で
は
、上
尾
支
部
に
よ
る
街
頭
無
料

相
談
会
の
様
子
を
、写
真
と
共
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
10
月
2
日
開
催
の
街
頭
無
料
相
談
会
の
関
連
記
事
＝
1
面

）

街
頭
無
料
相
談
会
特
集

平

成

22

年

7

月

10

日

開

催

街

頭

無

料

相

談

会

会

場

＝

J

R

上

尾

駅

自

由

通

路



上
尾
支
部
主
催
の
街

頭
無
料
相
談
会
が
4
月

10
日
（
土
、
正
午
12
時

〜
午
後
5
時
）
、
桶
川

駅
自
由
通
路
で
開
か
れ
、

行
政
書
士
19
名
が
22
件

の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

会
場
の
看
板
に
「
相

続
・
遺
言
」
と
あ
る
た

め
か
、
こ
れ
ら
の
相
談

が
約
8
割
を
占
め
ま
し

た
が
、
行
政
書
士
業
務

は
、
伝
統
的
分
野
か
ら

最
新
分
野
ま
で
多
岐
に

及
び
ま
す
。
経
済
変
動

に
対
応
し
て
次
の
シ
ス

テ
ム
に
移
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、

新
た
な
発
想
で
新
し
い

シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
、
行

政
書
士
も
既
存
業
務
に

加
え
て
、
新
し
い
発
想

で
物
事
を
考
え
る
試
み

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田
淳
一
支
部
長
は

「
駅
で
の
相
談
会
は
、

電
車
の
発
着
ご
と
に
人

の
流
れ
が
変
わ
る
。
相

談
し
や
す
い
会
場
の
雰

囲
気
作
り
が
大
事
だ
」

と
語
り
、
大
森
眞
市
事

業
部
長
は
「
無
料
相
談

会
は
行
政
書
士
業
務
の

知
名
度
ア
ッ
プ
や
、
相

談
業
務
に
対
す
る
会
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
と
し
て
、
人
通
り
の

多
い
地
元
の
駅
通
路
で

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
し
い
施
策
と

し
て
、
○
桶
川
市
の
広

報
に
有
料
で
事
前
告
知

広
告
を
掲
載
、
○
効
率

を
考
慮
し
て
会
員
の
担

当
時
間
を
2
部
制
化
、

○
相
談
者
に
支
部
会
員

一
覧
表
を
配
布
、
等
を

実
施
し
ま
し
た
。
街
頭

相
談
会
は
7
月
（
上
尾

駅
）
、
11
月
（
上
尾
祭

り
）
も
予
定
し
て
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。

大
島
敦
内
閣
府
副
大

臣
が
相
談
会
に
ご
来
場

し
、
上
尾
支
部
の
活
動

を
激
励
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

支
部
通
信
員

斉
藤
竜
造
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平

成
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年

4

月

10

日

開

催

街

頭

無

料

相

談

会

会

場

＝

J

R

桶

川

駅

自

由

通
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大

島

敦

内

閣

府

副

大

臣

ご

来

場

（
左

か

ら

3

人

目

）



「
あ
げ
お
祭
り
」
が

11
月
7
日(

土)
、
8
日

(

日)

の
両
日
、
上
尾
市

民
体
育
館
敷
地
内
で
開

催
さ
れ
、
上
尾
支
部
は

毎
年
恒
例
の
無
料
相
談

会
を
同
会
場
で
行
い
ま

し
た
。

相
談
件
数
35
件
（
2

日
間
合
計
）
の
う
ち
約

8
割
が
相
続
・
遺
言
・

贈
与
の
事
例
で
、
関
連

し
て
成
年
後
見
制
度
の

相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

相
談
者
は
高
齢
の
方
々

が
多
く
、
お
子
さ
ん
に

効
率
良
く
、
か
つ
安
全

に
財
産
を
移
し
た
い
と

の
相
談
が
多
数
で
し
た
。

相
続
は
一
歩
間
違
え
る

と
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な

り
ま
す
。
悩
み
を
事
前

に
軽
減
す
る
こ
と
は
行

政
書
士
の
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。

相
談

の
1
つ

に
、

「
家
の
周
り
に
ア
パ
ー

ト
が
建
て
ら
れ
て
、
陽

射
し
が
入
ら
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
日
照
権
の

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
話
は
ど
こ

に
で
も
起
き
る
問
題
で

あ
り
、
一
度
こ
じ
れ
る

と
解
決
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
現
在
、
埼
玉
県

行
政
書
士
会
が
A
D
R

（
裁
判
外
紛
争
解
決
手

続
）
の
政
府
認
証
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
こ

う
い
う
ご
近
所
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
る
前
に
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
も
、

行
政
書
士
の
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。

内
田
淳
一
支
部
長
は
、

「
相
談
件
数
も
多
く
、

相
談
者
に
と
っ
て
も
行

政
書
士
に
と
っ
て
も
有

意
義
な
相
談
会
だ
っ
た
。

支
部
と
し
て
は
、
相
談

会
の
機
会
を
有
効
に
活

用
し
て
、
行
政
書
士
の

広
報
活
動
を
益
々
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

支
部
通
信
員

斉
藤
竜
造

行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
（
毎
年
10
月
）
の

取
り
組
み
が
全
国
で
行

わ
れ
る
中
、
埼
玉
県
行

政
書
士
会
に
よ
る
県
下

一
斉
無
料
相
談
会
が
10

月
10
日
（
土
）
、
上
尾

駅
東
口
を
始
め
県
内
13
ヵ

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
の
行
政
書

士
22
名
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
2
交

代
制
で
、
市
民
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

大
型
台
風
が
過
ぎ
去
り
、

日
差
し
も
明
る
く
好
天

に
恵
ま
れ
た
青
空
の
下
、

多
く
の
相
談
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

無
料
相
談
会
に
は
計
20

件
の
相
談
が
あ
り
、
件
数

の
内
訳
は
相
続
・
遺
言

関
連
が
16
件
、
権
利
義

務
関
係
が
3
件
、
そ
の

他
契
約
核
種
が
1
件
で

し
た
。

今
回
の
相
談
会
か
ら

の
試
み
と
し
て
、
行
政

書
士
は
「
吊
り
下
げ
名

札
」
を
着
用
し
て
相
談

に
あ
た
り
ま
し
た
。

支
部
通
信
員

斉
藤
竜
造
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上
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駅
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通

路

以
上
、
特
集
で
し
た
。



1
月
20
日
（
水
）
、

上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
上
尾
支
部
新
年

の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
、
参
加
し
た
支

部
会
員
は
、
支
部
長
は

じ
め
25
名
。
鈴
木
智
士

支
部
副
総
務
部
長
の
司

会
に
よ
り
、
例
年
ど
お

り
賑
や
か
な
開
会
と
な

り
ま
し
た
。

集
い
は
、
星
和
彦
副

支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯

と
な
り
ま
し
た
。
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
る
前
は
神

妙
に
来
賓
（
＝
写
真
）

の
挨
拶
を
聞
い
て
い
た

支
部
会
員
た
ち
も
、
宴

会
と
な
れ
ば
元
気
百
倍
、

大
盛
会
の
始
ま
り
で
す
。

林
保
次
理
事
が
高
玉
会

長
に
白
鵬
・
朝
青
龍
両

横
綱
の
直
手
形
色
紙
を

贈
呈
す
る
場
面
で
は
賑

わ
い
も
最
高
潮
。
拍
手

喝
采
が
沸
き
ま
し
た
。

定
刻
の
近
づ
く
中
、

丸
茂
正
也
支
部
理
事
の

中
締
め
に
よ
り
、
本
年

の
新
年
会
も
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

総
務
部
長

友
光
仁
史

埼
玉
県
行
政
書
士
会

上
尾
支
部
の
忘
年
会
が

12
月
11
日
、
桶
川
市
内

で
開
か
れ
ま
し
た
（
＝

写
真
）
。

出
席
し
た
行
政
書
士

か
ら
は
、
「
行
政
書
士

同
士
で
業
務
の
近
況
の

報
告
を
交
わ
し
、
大
い

に
学
び
合
う
機
会
に
な

る
」
「
行
政
書
士
の
業

務
は
多
種
多
様
な
の
で
、

お
互
い
に
話
を
し
て
い

て
楽
し
い
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

内
田
淳
一
支
部
長
は

席
上
、
日
頃
の
行
政
書

士
会
活
動
へ
の
協
力
に

つ
い
て
感
謝
の
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。
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平

成
22

年

新

年

会

開

催

平
成
21
年
忘
年
会
開
催

埼
玉
会
会
長

高
玉
功
稔

様

内
閣
府
副
大
臣

大
島
敦
様

代
理

秘
書

大
嶋
達
巳

様

桶
川
市
長

岩
﨑
正
男

様

埼
玉
県
議
会
議
員

石
渡
豊

様

埼
玉
県
議
会
議
員

畠
山

稔
様

埼
玉
県
議
会
議
員

小
野
克
典

様

鴻
巣
支
部
長

中
野
美
春

様

挨
拶
す
る
内
田
支
部
長

司
会
の
鈴
木
副
部
長

伊
奈
町
長

野
川
和
好
様

代
理

副
町
長

鈴
木
健
文

様

上
尾
市
議
会
議
長

平
野
佳
洋

様

伊
奈
町
議
会
議
長

青
木
久
男
様
代
理

副
議
長

矢
部
松
男

様

林
理
事
（
左
）
か
ら
白
鵬
・
朝
青
龍

両
横
綱
の
直
手
形
色
紙
を
贈
呈
さ
れ
る

高
玉
会
長

大
宮
支
部
長

斉
藤
敏
夫

様

埼
葛
支
部
長

森
中
秀
夫

様



大
宮
公
証
セ
ン
タ
ー

公
証
人
の
渡
邊
壯
先
生

（
さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
所
属
。
元
裁
判
官
）

を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
た
上
尾
支
部
主
催
の

業
務
研
修
会
が
8
月
25

日
（
水
）
、
上
尾
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
公
正
証
書
遺
言
に

つ
い
て

―
そ
の
メ
リ
ッ

ト
と
留
意
事
項
―
」
と

題
さ
れ
た
今
回
の
研
修

会
で
は
、
遺
言
に
関
す

る
基
本
的
知
識
か
ら
、

少
し
高
度
な
、
予
備
的

遺
言
・
後
継
ぎ
遺
贈
や
、

実
務
的
な
知
識
で
あ
る

公
正
証
書
遺
言
に
か
か

る
手
数
料
な
ど
が
分
か

り
や
す
く
伝
授
さ
れ
、

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
深
い
知
識
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
予
備
的
遺
言
・
後
継

ぎ
遺
贈
、
付
言
は
深
い

も
の
が
あ
り
、
各
行
政

書
士
の
能
力
向
上
だ
け

で
は
な
く
、
人
間
と
し

て
成
長
で
き
る
、
大
変

良
い
研
修
会
で
し
た
。

秋
山
允
宏
副
支
部
長

は
「
外
部
か
ら
の
有
識

者
を
招
い
た
今
回
の
研

修
会
は
喜
ば
し
い
こ
と

だ
。
遺
言
・
相
続
は
こ

れ
か
ら
の
行
政
書
士
の

主
力
業
務
で
あ
る
」
と

語
り
、
研
修
会
開
催
担

当
の
大
森
眞
市
事
業
部

長
は
「
多
く
の
行
政
書

士
が
研
修
会
に
参
加
し
、

知
識
を
行
政
書
士
の
仕

事
と
し
て
活
か
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

研
修
会
後
に
納
涼
懇

親
会
（
担
当
・
関
口
光

男
厚
生
部
長
）
が
開
か

れ
、
内
田
淳
一
支
部
長

の
挨
拶
後
、
講
義
内
容

を
題
材
と
し
た
活
発
な

議
論
な
ど
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

支
部
通
信
員

斉
藤
竜
造

平
成
21
年
8
月
28
日

（
土
）
、
上
尾
市
プ
ラ

ザ
22
に
お
い
て
業
務
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
理
事
で
あ
る

船
川
喜
正
先
生
が
講
師

と
な
り
「
相
続
の
手
続

き
〜
戸
籍
謄
本
の
見
方
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
約
3

時
間
、
ご
教
授
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
人
数
が
、
例
年

以
上
に
多
く
非
常
に
熱

気
溢
れ
る
3
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
の
為
に
と
船
川
先
生

に
ご
用
意
頂
い
た
資
料

は
、
実
務
に
役
立
つ
も

の
ば
か
り
で
参
加
さ
れ

た
皆
様
に
も
非
常
に
好

評
で
し
た
。

ま
た
今
回
の
研
修
は
、

相
続
手
続
き
業
務
の
実

務
経
験
が
無
い
よ
う
な

先
生
方
に
分
か
り
や
す

い
講
義
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
私
自
身
も
、
手
書

き
戸
籍
謄
本
の
見
方
な

ど
、
船
川
先
生
の
解
説

は
非
常
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
も
多
く

の
参
加
者
が
有
益
な
時

間
を
過
す
事
が
出
来
る

様
な
研
修
会
を
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

副
事
業
部
長

野
中

尚
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編

集

後

記

会

員

動

向

公
正
証
書
遺
言
に
関
す
る

実

務

研

修

会

を

開

催

戸

籍

謄

本

に

関

す

る

実

務

研

修

会

を

開

催

上
尾
支
部
に
よ
る
行
政

書
士
無
料
相
談
会
の
ご

案
内
は
1
面
下
段
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
邊
先
生
の
講
義
を
受
講
す
る

上
尾
支
部
の
行
政
書
士

鈴
木
紘
治
副
支
部
長
に
よ
る

乾
杯
で
懇
親
会
へ

渡
邊

壯

先
生

（
大
宮
公
証
セ
ン
タ
ー
公
証
人
）


